
No. 科目名称
DP1

(学識と理解力)
DP2

(研究者/教員/高度専門職業人に必要な
学識修得・活用能力)

DP3
(データ収集/分析・論文作成能力)

DP4
(具体的解決策提示能力)

1 法社会学特論Ⅰ ◎ ◎
2 法社会学特論Ⅱ ◎ ◎
3 法社会学特論演習 ◎ ◎
4 日本法制史特論Ⅰ ◎ ◎
5 日本法制史特論Ⅱ ◎ ◎
6 日本法制史特論演習 ◎ ◎
7 ⻄洋法制史特論Ⅰ ◎ ◎
8 ⻄洋法制史特論Ⅱ ◎ ◎
9 ⻄洋法制史特論演習 ◎ ◎
10 中国法制史特論Ⅰ ◎ ◎
11 中国法制史特論Ⅱ ◎ ◎
12 中国法制史特論演習 ◎ ◎
13 ローマ法特論Ⅰ ◎ ◎
14 ローマ法特論Ⅱ ◎ ◎
15 ローマ法特論演習 ◎ ◎
16 英米法特論Ⅰ ◎ ◎
17 英米法特論Ⅱ ◎ ◎
18 英米法特論演習 ◎ ◎
19 憲法特論Ⅰ ◎ ◎
20 憲法特論Ⅱ ◎ ◎
21 憲法特論演習 ◎ ◎
22 行政法特論Ⅰ ◎ ◎
23 行政法特論Ⅱ ◎ ◎
24 行政法特論演習 ◎ ◎
25 税法特論Ⅰ ◎ ◎
26 税法特論Ⅱ ◎ ◎
27 税法特論演習 ◎ ◎
28 ⺠法特論Ⅰ ◎ ◎
29 ⺠法特論Ⅱ ◎ ◎
30 ⺠法特論演習 ◎ ◎
31 商法特論Ⅰ ◎ ◎
32 商法特論Ⅱ ◎ ◎
33 商法特論演習 ◎ ◎
34 会社法特論Ⅰ ◎ ◎
35 会社法特論Ⅱ ◎ ◎

◎「学修成果の要素と強く関連」 〇「学修成果の要素と関連」

カリキュラム・マップ【法学研究科（修士課程）法学専攻】

 大学院におけるカリキュラム・マップは、各研究科の「卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）」で示された修了時までに身につける資質・能力と授
業科目との対応関係を示すものです。
 カリキュラム・マップを用いることで、学修目標とカリキュラム全体の構造を俯瞰できるようになり、大学院教育課程の質向上だけでなく、専修大学における最大
の教育目標である「社会知性の開発」を可視化することを目的としています。

卒業認定・学位授与の方針
（ディプロマ・ポリシー）
※令和４年度以降入学者

（1）法学又は政治学に関する学識と理解力
（2）法学又は政治学の分野において、研究者や教員、又は高度専門職業人に必要な学識を修得し自ら活用できる能力
（3）法学又は政治学の分野における研究テーマを自ら設定し、データや資料を収集・分析し、先行研究を渉猟し、研究論文を作成
   できる能力
（4）法学又は政治学の分野において生ずる社会問題について、研究成果に基づきながら具体的解決策を提示できる能力



No. 科目名称
DP1

(学識と理解力)
DP2

(研究者/教員/高度専門職業人に必要な
学識修得・活用能力)

DP3
(データ収集/分析・論文作成能力)

DP4
(具体的解決策提示能力)

36 会社法特論演習 ◎ ◎
37 ⺠事訴訟法特論Ⅰ ◎ ◎
38 ⺠事訴訟法特論Ⅱ ◎ ◎
39 ⺠事訴訟法特論演習 ◎ ◎
40 刑法特論Ⅰ ○ ○ ○ ○
41 刑法特論Ⅱ ○ ○ ○ ○
42 刑法特論演習 ○ ○ ○ ○
43 刑事訴訟法特論Ⅰ ◎ ◎
44 刑事訴訟法特論Ⅱ ◎ ◎
45 刑事訴訟法特論演習 ◎ ◎
46 刑事学特論Ⅰ ◎ ◎
47 刑事学特論Ⅱ ◎ ◎
48 刑事学特論演習 ◎ ◎
49 労働法特論Ⅰ ◎ ◎
50 労働法特論Ⅱ ◎ ◎
51 労働法特論演習 ◎ ◎
52 経済法特論Ⅰ ◎ ◎
53 経済法特論Ⅱ ◎ ◎
54 経済法特論演習 ◎ ◎
55 知的財産法特論Ⅰ ◎ ◎
56 知的財産法特論Ⅱ ◎ ◎
57 知的財産法特論演習 ◎ ◎
58 社会保障法特論Ⅰ ◎ ◎
59 社会保障法特論Ⅱ ◎ ◎
60 社会保障法特論演習 ◎ ◎
61 国際法特論Ⅰ ◎ ◎
62 国際法特論Ⅱ ◎ ◎
63 国際法特論演習 ◎ ◎
64 国際私法特論Ⅰ ◎ ◎
65 国際私法特論Ⅱ ◎ ◎
66 国際私法特論演習 ◎ ◎
67 ＥＵ法特論Ⅰ ◎ ◎
68 ＥＵ法特論Ⅱ ◎ ◎
69 ＥＵ法特論演習 ◎ ◎
70 政治学特論Ⅰ ◎ ◎
71 政治学特論Ⅱ ◎ ◎
72 政治学特論演習 ◎ ◎
73 行政学特論Ⅰ ◎ ◎
74 行政学特論Ⅱ ◎ ◎
75 行政学特論演習 ◎ ◎
76 日本政治思想史特論Ⅰ ◎ ◎
77 日本政治思想史特論Ⅱ ◎ ◎
78 日本政治思想史特論演習 ◎ ◎
79 ⻄洋政治思想史特論Ⅰ ◎ ◎



No. 科目名称
DP1

(学識と理解力)
DP2

(研究者/教員/高度専門職業人に必要な
学識修得・活用能力)

DP3
(データ収集/分析・論文作成能力)

DP4
(具体的解決策提示能力)

80 ⻄洋政治思想史特論Ⅱ ◎ ◎
81 ⻄洋政治思想史特論演習 ◎ ◎
82 国際政治史特論Ⅰ ◎ ◎
83 国際政治史特論Ⅱ ◎ ◎
84 国際政治史特論演習 ◎ ◎
85 国際政治学特論Ⅰ ◎ ◎
86 国際政治学特論Ⅱ ◎ ◎
87 国際政治学特論演習 ◎ ◎
88 外国書研究Ⅰ（英） ◎ ◎
89 外国書研究Ⅱ（英） ◎ ◎
90 外国書研究Ⅰ（独） ◎ ◎
91 外国書研究Ⅱ（独） ◎ ◎
92 外国書研究Ⅰ（仏） ◎ ◎
93 外国書研究Ⅱ（仏） ◎ ◎
94 法律学応用特論 ◎ ◎
95 政治学応用特論 ◎ ◎
96 特殊問題特論 ◎



No. 科目名称 DP1
(研究活動従事に必要な能力・学識)

DP2
(独創的研究成果生産能力)

DP3
(高度な学識と研究能力)

1 ⺠法特殊研究 ◎
2 ⺠法特殊研究演習 ◎ ◎
3 商法特殊研究 ◎
4 商法特殊研究演習 ◎ ◎
5 会社法特殊研究 ◎
6 会社法特殊研究演習 ◎ ◎
7 ⺠事訴訟法特殊研究 ◎
8 ⺠事訴訟法特殊研究演習 ◎ ◎
9 知的財産法特殊研究 ◎
10 知的財産法特殊研究演習 ◎ ◎
11 労働法特殊研究 ◎
12 労働法特殊研究演習 ◎ ◎
13 経済法特殊研究 ◎
14 経済法特殊研究演習 ◎ ◎
15 国際私法特殊研究 ◎
16 国際私法特殊研究演習 ◎ ◎
17 英米法特殊研究 ◎
18 英米法特殊研究演習 ◎ ◎
19 日本法制史特殊研究 ◎

カリキュラム・マップ【法学研究科（博士後期課程）⺠事法学専攻】

 大学院におけるカリキュラム・マップは、各研究科の「卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）」で示された修了時までに身につける資質・能力
と授業科目との対応関係を示すものです。
 カリキュラム・マップを用いることで、学修目標とカリキュラム全体の構造を俯瞰できるようになり、大学院教育課程の質向上だけでなく、専修大学における
最大の教育目標である「社会知性の開発」を可視化することを目的としています。

卒業認定・学位授与の方針
（ディプロマ・ポリシー）

（1）⺠事法学に関わる専攻分野において、研究者として自⽴して研究活動に従事するために必要な能力とその
   基盤を構成する学識
（2）⺠事法学専攻分野の学問の発展に貢献できる独創的な研究成果を生み出す能力
（3）専門性が求められる多様な専門職業分野において活躍できる高度な学識と研究能力

◎「学修成果の要素と強く関連」 〇「学修成果の要素と関連」



No. 科目名称 DP1
(研究活動従事に必要な能力・学識)

DP2
(独創的研究成果生産能力)

DP3
(高度な学識と研究能力)

1 憲法特殊研究 ◎
2 憲法特殊研究演習 ◎ ◎
3 行政法特殊研究 ◎
4 行政法特殊研究演習 ◎ ◎
5 税法特殊研究 ◎
6 税法特殊研究演習 ◎ ◎
7 国際法特殊研究 ◎
8 国際法特殊研究演習 ◎ ◎
9 刑法特殊研究 ◎

10 刑法特殊研究演習 ◎ ◎
11 刑事訴訟法特殊研究 ◎
12 刑事訴訟法特殊研究演習 ◎ ◎
13 刑事学特殊研究 ◎
14 刑事学特殊研究演習 ◎ ◎
15 社会保障法特殊研究 ◎
16 社会保障法特殊研究演習 ◎ ◎
17 英米法特殊研究 ◎
18 英米法特殊研究演習 ◎ ◎
19 日本法制史特殊研究 ◎
20 日本法制史特殊研究演習 ◎ ◎
21 ⻄洋法制史特殊研究 ◎
22 ⻄洋法制史特殊研究演習 ◎ ◎
23 法社会学特殊研究 ◎
24 法社会学特殊研究演習 ◎ ◎
25 政治学特殊研究 ◎
26 政治学特殊研究演習 ◎ ◎
27 行政学特殊研究 ◎
28 行政学特殊研究演習 ◎ ◎
29 国際政治学研究 ◎
30 国際政治学研究演習 ◎ ◎
31 国際政治史研究 ◎
32 国際政治史研究演習 ◎ ◎
33 日本政治思想史研究 ◎
34 日本政治思想史研究演習 ◎ ◎
35 ⻄洋政治思想史研究 ◎
36 ⻄洋政治思想史研究演習 ◎ ◎
37 経済法特殊研究 ◎

カリキュラム・マップ【法学研究科（博士後期課程）公法学専攻】

 大学院におけるカリキュラム・マップは、各研究科の「卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）」で示された修了時までに身につける資質・能力と
授業科目との対応関係を示すものです。
 カリキュラム・マップを用いることで、学修目標とカリキュラム全体の構造を俯瞰できるようになり、大学院教育課程の質向上だけでなく、専修大学における最
大の教育目標である「社会知性の開発」を可視化することを目的としています。

卒業認定・学位授与の方針（ディ
プロマ・ポリシー）

（1）公法学又は政治学に関わる専攻分野において、研究者として自⽴して研究活動に従事するために必要な能力
   とその基盤を構成する学識
（2）公法学又は政治学の専攻分野の学問の発展に貢献できる独創的な研究成果を生み出す能力
（3）専門性が求められる多様な専門職業分野において活躍できる高度な学識と研究能力

◎「学修成果の要素と強く関連」 〇「学修成果の要素と関連」
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